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第1図 調査対象地域  





































































Ⅱ 那須東原開墾社による明治期の農場経営  






た。   
埼玉地区への入植の動きは，1880年（明治13）に，  
現在の埼玉県熊谷市在住13）の中村孫兵衛ほか9  
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大正期  
開拓策藩  




－－－－－－－－－′ト字界   











































0  40111  
ト   一ニ；  




写真2 明治期開拓集落における一区画の地割  
（1988年6月撮影）  
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ー81－   
第1表 大平三三家文書「新開拓地」目録  
資料No．   表   題 （内   容）   年 次   備  考   
1   （大平是清プロフィール）   大正13  
2～4  （人名リスト）   
5   大正九年小作調査   大正9   
6，7  覚（埼玉開墾 東那須野柑分村 黒磯市組入れ）  明治45   
8，9  契約書（藤E‖こよる土地買収）   明治42  
10～13  （小作人名簿？）   
14，15  土地譲与一礼之証（北川嵐 山林について）   16Rに図                       明治38  
16L，1ア  土地譲与一礼之証（熊谷，牧場について）   明治38  
18L  （字熊谷牧場分割）  図  
19R  図  
19L  （土地争論）  図  
20  
21  大正六年五月 藤田 残地 図面  大正6   
22  （境界大正三年度調）  大正3  
23  図  
24  図  
25  大正五年度開墾地  大正5   
26  図  
27  大正四年度開墾地 字北川原八四番地   図      大正4   
28   大正五年度開墾地   大正5  図   
29   大正三年度開墾地   大正5  図   
30   大正八年一月十日測量改メ認メ   大正8  図   
31   大正四年度調報告抑（大正五年調）   大正4  図   


















































－82－   
われている可能性が強く，それらの記載のみから  
土地譲渡の正確な年次を確定することはできな  
い。   
以上は，小作人への土地譲与に関する資料の中  
では最も早い明治期の資料であるが，1917年（大  
正6）にも「代次郎 弐反五七 大正六年更渡」，  




































一 山林反別参反歩但分割之上二土地分与実効  








第弐 実地測嵐ハ器械拾間組用ユ之ヲ以テ実効  
ス  
節参 総額金払込済ノ巨ハ御実効□□成串  
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Ⅱ 藤田農場による大正期以降の農場経営  
1）大正期の開墾過程と「大正期開拓集落」の  
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0     40m ±「        二  
第4図 大正期開拓集落における一戸あたりの標準的な小作地  
（「藤田農場小作台帳」および聞きとりにより作成）  

























































































































O  l  ：さ  
b）大正期開拓集落a   
O  1  2  3〔町）  
C）大正期開拓集落b  
凹地   離当娘落内の  割当典洛外の  
畑地 畑地   
第5図 昭和初期の藤田農場における小作地の順位規模  
（「藤田農場小作台帳」により作成）  
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て・∴ニ÷   
第6図 大正期の畑地小作料の差異  
第2表 集落別地目別小作料  
開拓期別集落  
明治期  大正期a  大正期b   
各集落の小作人数  （名）  19   17   9   
一戸当りの平均′ト作地面積（町）   1．73   1．61   1．93   
一戸当りの平均畑地面積 （町）   1．14   1．32   1．82   
各集落の有水田小作人数（a）（名）  16   12   4   
各集落の給水田面積（b） （町）   6．57   4．96   1．24   
（a）／（b）  （町）   0．38   0．38  0．31   
一戸当りの平均畑地小作料（町）  25．41  19．10  26．25   
一戸当りの平均田地小作料（俵）   3．37   3．80   3．10   
（「藤田農場小作台帳」および聞き取り調査により作成。）  
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第7図 藤田農場における木炭出荷量の月別変化（1917年の事例）  
（「貨物発送簿」により作成）  
ー 88－   
［ニコその他  
1333年   
第8図 藤田農場における木炭の原料別構成比（1916年－1933年）  
（「貨物発送簿」により作成）  
1932年  
写真3 第二次世界大戦前の埼玉農場内の山林  
（「記念 藤田」昭和十五年より）  
写真4 飛行場建設に伴う山林伐採作業  













ー89－   
第9図 土地台帳よりみた昭和初期の土地利用  
（「土地台帳 埼玉」より作成）  
－90－   
第10図 小作台帳よりみた昭和初期の土地利用  
（「藤田農場小作台帳」により作成）  
ー91－   
他の広大な林野は，藤田農場の製炭事業の主要な  
原料供給地として残された。  
Ⅳ 第二次世界大戦後における埼玉地区の変容  






















第11図 戦後開拓集落の行政区界  



























第12回 戦後開拓集落における事例農家の所有地分散状況  
（聞きとりにより作成）  
－93－   
2）農地解放による「明治期。大正期開拓集落」  









































































































写真5 那須疏水第二分水と農家への引水堰  
（1988年6月撮影）  
〔戸〕  
1  2  3〔町〕  1 2  3〔町〕  1  2  3〔町〕   
a）1933年  C）1951年   b）1945年   
第13図 経常耕地面積別農家戸数  
各務春雄（1952）により作成  
ー95 －  
1）飼育頭数を増やすことは経常規模からみて  
困難である。   
2）堆肥獲得は乳牛での代替が可能であり，し  















































1948  1950   
～49  ～51  
第14図 耕地面積別乳牛飼育戸数の推移  













になり，生業形態に大きな変化をもたらした。   
那須疏水開削当時から，湯津上村品川地区は第  
二分水の水利権4．99個（水量0．14m3／秒）を所有  


































































第3衷 集落別乳牛・肉牛の飼育頭数・戸数の推移  
明治期・大正期  
年  開拓集落   
1960  乳牛  72（40）   33（19）  
肉牛  ◆5（4）   8（6）   
1970  乳牛  185（50）   167（21）  
肉牛   1（1）   1（1）   
1975  乳牛  194（23）   153（16）  
肉牛   6（5）   － ト）   
1980  乳牛  190（20）   174（11）  
肉牛  68（11）   10（4）   
1985  乳牛  220（16）   206（12）  


















第15図 農地解放前後の主要作物の作付割合の変遷  



















































タバコ ，飼料作物の作付割合が増加し，また，各  
岬98－   
100一別  0  5（）  ユ00【％〕  
a）明治期・大正期開拓集落   b）戦後開拓集落  


















































－99 【   
第17図 土地台帳よりみた現在の土地利用  
（「昭和63年度黒磯市土地課税台帳」より作成）  
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した。ここに記して感謝申し上げます。   
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5月4日から，1934年（昭和9）8月24日までの藤  


















38）「土地課税台帳」には，川筆ごとに土地台帳の届   
出地目である「台帳地目」と実地踏査による「現   
況地目」が記載されている．土地台帳上の地目は   
現況を表さないものが多いことから，「現況地目」  
● を用いた．  
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